
キーワード：

Keywords:

Initiation conditions of debris flows in Ohsawa landslide, Mt. Fuji
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　土石流の発生は一般に降雨条件のみによって説明されることが多い。しかしながら，地盤が凍結する時期に

おいては地盤の浸透性の低下が考えられ，それに伴い土石流の発生条件が変化する可能性がある。加えて積雪

の有無や不安定土砂の堆積量も，土石流の発生条件に影響を及ぼす要因である。そこで，土石流頻発渓流であ

り，かつ高標高域であるために地盤の凍結期間が長い富士山大沢崩れにおいて，地盤の凍結および不安定土砂

の堆積量が土石流の発生条件に及ぼす影響を検討した。また，あわせて富士山大沢崩れにおいて特徴的な現象

であり，積雪時に確認されるスラッシュ雪崩の発生条件についても検討した。本研究では，過去の土石流発生

降雨，非発生降雨それぞれにおいて，積雪の有無と凍結の有無の推定を試みた。積雪の有無はdegree-day法を

用いて推定し，凍結の進行を積算寒度により，融解の進行を積算暖度により推定した。そして，地盤の凍結の

有無，積雪・降雪の有無，不安定土砂の堆積量の大小に応じて過去約50年間の降雨を整理し，土石流の発生条

件を求めた。その結果，地盤が凍結すると少ない降雨で，土石流・スラッシュ雪崩が発生することがわ

かった。また，地盤の非凍結時には不安定土砂量が多いほど，土石流が発生しづらいことがわかった。一

方，積雪・降雪の有無による土石流やスラッシュ雪崩の発生条件の違いは明確でなかった。
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